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グループ・施設概要



01.グループ・施設概要
グループ概要

グループホーム 4事業所
介護付有料老人ホーム 3事業所
地域密着型特別養護老人ホーム 1事業所
ショートステイ 1事業所

総定員数

217名
・トータルケアサポート花みずき GH
・トータルケアサポート花みずき 有料



01,グループ・施設概要
企業理念

健 康
すべての人々の健康で心豊かな生活文化の向上を目指します。

愛情
すべての人々の心豊かな愛情で、より良いサービスの提供を目指します。

幸福
すべての人々の幸福を思い、常に相手の立場に立った心と行動を目指します。

希望
社会に貢献し、社会の信頼を得て発展する希望ある企業を目指します。



01.グループ・施設概要
沿革

2004年
グループホーム四葉のクローバー 開設
株式会社ベターライフ・U

2017年
高齢者複合施設 四葉開設
株式会社四ッ葉

2023年
高齢者複合施設 四葉安城寺 開設
社会福祉法人みどり会

2005年
グループホーム四ッ葉 開設
株式会社四ッ葉

2011年
介護付有料老人ホーム四葉 開設
株式会社四ッ葉

2025年
トータルケアサポート花みずき 運営開始
有限会社オリエンタルシルバーホーム

今回の取り組みを行った施設



01.グループ・施設概要
施設概要

高齢者複合施設四葉 安城寺

種別：特別養護老人ホーム(29床)
ショートステイ(10床)

開設日：2023年5月16日

住所：松山市安城寺町497番地



活動の背景と概要



02.活動の背景と概要
活動の背景：導入前の課題

課題は多々あるものの、情報共有に関する課題は早急に解決する必要が
あると感じていた。伴走支援を好機と捉え、介護テクノロジー機器を
用いて解決できないかと考えた。



02.活動の背景と目的
活動の背景：課題の詳細

業務の中断
従来は固定電話とPHSで内線
や外線の取次ぎを行っていた。
目の前のケアが中断されたり、
そもそも電話に出られないこ
とが多かった。
結果、対象者を探して館内を
走りまわったり、内線の信頼
性が薄れたりしている状況で
あった。

アナログな情報伝達
メモ書きや口頭による情報伝
達が多く、伝わるまでにタイ
ムラグがあったり、情報の抜
け漏れが多かった。
デスクには多くの付箋が貼ら
れ、何が重要な情報か分から
ない状況であった。
結果、ご入居者のケアに影響
を及ぼしたり、施設全体の周
知事項が共有されていないこ
とがあった。

朝礼による時間圧迫
情報共有のための全体朝礼が、
日々の業務時間を圧迫してい
た。顔を合わせられることは
利点だが、全員にとって必要
な情報は少なく(特定のユニッ
トの話等)、朝礼が本当に必要
なものか多くの職員が疑問に
思っていた。



活動の概要

02.活動の背景と目的

以前から導入していた機器 今回新たに導入した機器

タブレット環境でのすぐろくtablet MeLL+

眠りスキャン/眠りスキャンeye iPhone環境でのすぐろくtablet

iPhone

骨伝導インカム

BONX WORK



02.活動の背景と目的
活動の概要

「インカムとiPhoneの導入による
コミュニケーション改革」

全職員(一部を除
く)にiPhoneと
インカムを配備。

全職員が常時繋
がっている状況。
話したいときに
話せる環境。

それぞれのiPhoneで
いつでも記録が可能。
眠りスキャンや施設
のグループウェア、
研修までiPhone上で
完結できる。



活動内容



活動内容：計画(Plan) インカムの導入に向けて

03.活動内容

入念な機器選定
勤務状況を考慮し入念な事前調査と機器選定を実施。デモ機も複数レンタルを行った。
どのような機材をどのように設置し、どのように活用するかまでを綿密に想定。

柔軟なルール設計
最初から厳しいルールで縛るのではなく、「まずは触ってみる。使ってみる。間違っ
ても全く問題ない」という心理的ハードルを下げる運用方針を徹底する。

マニュアルの整備
図表等を多用し、誰が見ても直感的に使用できるようなマニュアルを整備。
研修等は実施するも、自分から触れてみる、周囲と教え合うという意識を醸成する。



03.活動内容
活動内容：実施(Do) 写真を用いたマニュアル作成

誰が見ても分かりやすいマニュアル作成を心がける



03.活動内容
活動内容：実施(Do) とにかく使ってみる

写真のように機器を設置
とにかくiPhoneを肩にかけ、インカムを耳に着用し
マイクで話してみること

難しいことは考えず、まずは機器に慣れることから



活動内容：ふりかえり(Check)

03.活動内容

うまくいった点(成果) うまくいかなかった点(課題)

◆ルーム機能の切替忘れやマイクボタンの
押し忘れによる「独り言」の発生。

◆気恥ずかしさ等でまだ十分に活用しきれ
ていない職員の存在。

◆直接伝えた方が早いという思いから、
インカムを用いず走り回る職員の存在。

◆文章及び口頭において、誰もが理解でき
る「簡潔な申し送りスキル」の必要性。
インカムで朝礼を行うにあたり、冗長に
なってしまうことが多い。

◆「1対多」の瞬時な連携により、情報の漏
れと人を探す時間が激減。

◆iPhoneを用いた記録入力により、スキマ
時間の有効活用が可能に。他社の入力を
待つ時間が0に。

◆いつでも眠りスキャンの情報が手元で確
認でき、見守りの強度が向上。

◆いつでもグループウェアを確認でき、
施設の周知事項や回覧事項の徹底が容易
にかつ誰でも発信できるように。



03.活動内容
活動内容：ふりかえり(Check) 課題の解決状況

業務の中断
従来は固定電話とPHSで内線
や外線の取次ぎを行っていた。
目の前のケアが中断されたり、
そもそも電話に出られないこ
とが多かった。
結果、対象者を探して館内を
走りまわったり、内線の信頼
性が薄れたりしている状況で
あった。

アナログな情報伝達
メモ書きや口頭による情報伝
達が多く、伝わるまでにタイ
ムラグがあったり、情報の抜
け漏れが多かった。
デスクには多くの付箋が貼ら
れ、何が重要な情報か分から
ない状況であった。
結果、ご入居者のケアに影響
を及ぼしたり、施設全体の周
知事項が共有されていないこ
とがあった。

朝礼による時間圧迫
情報共有のための全体朝礼が、
日々の業務時間を圧迫してい
た。顔を合わせられることは
利点だが、全員にとって必要
な情報は少なく(特定のユニッ
トの話等)、朝礼が本当に必要
なものか多くの職員が疑問に
思っていた。

課題解決 課題解決 5割解決



03.活動内容
活動内容：ふりかえり(Check) 課題の解決状況

朝礼による時間圧迫
情報共有のための全体朝礼が、
日々の業務時間を圧迫してい
た。顔を合わせられることは
利点だが、全員にとって必要
な情報は少なく(特定のユニッ
トの話等)、朝礼が本当に必要
なものか多くの職員が疑問に
思っていた。

現状5割解決

定量的な視点
毎朝の朝礼を10分と仮定する
8名が参加したとすると、1日当たり80分
年間で約486.7時間の削減効果
時給1,100円換算で535,370円の費用軽減

本補助金の自己負担分は2,362,880円
およそ4年5ヶ月で回収可能な計算
(あくまで朝礼に係るコストの計算であり、本来
 のインカムの機能等を考慮するとより速いペース 
で投資対効果が得られると想定)

上記の点からも早期に課題を解決する必要がある



03.活動内容

＜直近の改善＞
インカムの通話、朝礼のルール等を再度マニュアル
化し運用を徹底する。計画段階と異なり、比較的
ツールに馴染んでいる今だからこそ、使用方法を固
める必要がある。ただし「ルール変更は柔軟に行
う」点は変わらない。

＜今後の方向性＞
全体ミーティング等で「申し送りの時間がこれ
だけ短縮できた」といった具体的な成果を共有
し、成功体験を積む。それが職員の安心と協力
体制を引き出すことに繋がり、今後の機器導入
にも大きなメリットとなる。

活動の目的：見直し(Action)



04.まとめ
まとめ：逆算して考える

①機器導入前はどういった課題を解決したいのか、何がしたいのかを明確にする。
そこから逆算したうえで機器を選定する。重ねてになるが、課題が明確ならば
この段階ではトップダウンで機器選定を行っても問題ないと考える。

②機器導入後は、課題解決に向かって「とにかくやってみる」ことを最重要視する。
時にはレジスタンと戦う必要もあるが、全員の声を聞き一緒に成功体験を積むことで
次の取り組みの味方になる。この段階は声を聞き改善を重ねることが最も大切。



04.まとめ
まとめ：課題解決のその先、生産性向上の本質

課題が消えることはない。テクノロジー機器の活用を
継続しながら、課題に向き合い続ける。ただし、一つ
の課題が解決する(生産性が向上する)毎に還元できる何
かがあるはず。

＜ケアの質の向上＞
効率化によって生まれた時間をご入居者と向き合
う時間へ変え、ケアの質を次のステージへ高める。

＜心のゆとり＞
情報共有の「漏れ」や「不安」を取り除き、職員の
心理的負担を軽減する。安心して本来の業務へ集中
できる環境を整える。



04.まとめ
まとめ：課題解決のその先、当グループが考えるゴール

8時間勤務＋1時間休憩
9日×12ヶ月＝108日(＋誕生日休暇)

年間休日109日

当グループは、効率化した時間を『職員へ還元』することが
「生産性向上」の真のゴールだと考えています

勤務時間は変わらず
10日×11ヶ月=110日
9日×  1ヶ月=    9日(＋誕生日休暇)

年間休日120日

従来の勤務

2026年1月より

※試験的に運用開始

グループ全体への還元を目指して、好事例をどんどん横展開していきます



本日はご清聴いただきありがとうございました。
ご質問等がございましたら、下記までお気軽にご連絡ください。

是非、情報交換しましょう！

機器の導入をゴールとせず、“本質”を見失うことなく
より良い事業所となるべく邁進します。

お問い合わせ先
愛媛県松山市安城寺町497番地

社会福祉法人みどり会 上西 弘晃まで
TEL：089-978-1165

Mail：midorikai@yotsuba-ehime.com

05.最後に
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